
産業支援課

産学連携・新エネルギー産業担当

3736

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B120
スマートエネルギー産業参入・産学連携支援事業 商工費 商工振興費 次世代産業支援費

なし 戦略項目 07 世界水準の中小企業

分野施策 030102 新たな成長を導く次世代ビジネスの振興

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
繰 入 金

決定額 6,145 6,145 0 6,145

前年額 0 0

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

商工業
費

事 業
期 間

平成25年度～ 根 拠
法 令平成25年度

　新エネルギー等今後成長を見込める産業への県内企業
の参入を支援するため、産学連携によるプロジェクトに
取り組む（公財）本庄早稲田国際リサーチパークにコー
ディネータを配置し、同プロジェクトのマネジメント支
援等を行う。

（１）スマートエネルギー産業参入・産学連携支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,145千円

（１）事業内容
　　　　「本庄スマートエネルギータウンプロジェクト」のマネジメント支援等を行うため、（公財）本庄早稲田国際リ
　　　サーチパークにコーディネータを配置する。

（２）事業計画
　　　　ア　同プロジェクトのワーキンググループ（スマートハウス、交通システム等）における技術開発、実証実験等
　　　　　を推進するため、企業、大学、支援機関との連絡調整を行う。
　　　　イ　産学連携の共同研究の企画、国等の公的資金獲得に向けた支援を行う。
　　
（３）事業効果
　　　　同プロジェクトは、企業の技術・製品及び早稲田大学の研究成果などを活用し、地域のエネルギーマネジメント
　　　システムや交通システム等の開発、事業化を目指しており、県内中小企業の新規参入につながる。　　
　　　　
（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　　・プロジェクト会員企業：（株）カインズ、真下建設（株）、日本電気（株）など
　　　　・早稲田大学、本庄市、ＵＲ都市機構等と連携
　　　　
（５）その他
　　　「本庄スマートエネルギータウンプロジェクト」
　　　　・発足：平成23年5月
　　　　・会員数：48
　　　　・活動：ワーキンググループによる事業化の検討等

国10/10

9,500千円×1.0人＝9,500千円

前年との
対比

― 産業労働部 B120 ―
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